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はじめに 

本レポートでは、自身がアメリカ留学中に体験した出来事を

起点に、エンターテインメントが社会のジェンダー間に与える影

響を考察し、メディア表象を批判的に読み解く視点を養うことの

重要性を示す。 

 

アメリカでの体験：ジェンダー問題の可視化 

２０１９年、アメリカに留学していた際に、エンターテインメント

と社会問題の密接な関係を目の当たりにした。音楽アーティス

トのアリアナ・グランデのコンサート会場の外で、中絶反対を訴

える人がプラカードを掲げて抗議しており、音楽を楽しむ空間

のすぐ傍らで社会的主張が激しくぶつかり合っていた。女性の

「身体」やそれをめぐる権利をどう考えるかという問題が政治・

社会双方の議論の中心にある現実を肌で感じ、この体験が私

がジェンダー問題や社会構造について考え始める出発点とな

った（写真１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１：コンサート会場外でのデモの要素（筆者撮影） 

 

 アメリカでは、約 50 年前の最高裁判決である Roe v. Wade, 

410 U.S. 113 （1973）で、人工妊娠中絶を一律に禁止すること

が違憲と判断されたが、昨今になって、政治的な状況も相俟っ

て判断の逆転の可能性が浮上し、その中で、中絶を女性が自

身の「身体」を自律的に統御・決定する権利と考える立場と、胎

児も含めた生命の尊厳と保護という観点から国として禁止すべ

きとする立場とが、エンターテインメント業界を巻き込んで、厳し

く対立した。 

結局、2022 年の最高裁判決は、妊娠 15 週以降の中絶を基

本的に違憲として、従来の判断を逆転させるに至ったが（高井 

2023）、それでも、この問題をめぐる対立の中で、一部の著名

な女性アーティストたちは、プランド・ペアレントフッド（Planned 

Parenthood Federation of America：全米家族計画連盟）などと

も協働して全米的な中絶禁止反対の運動を行って注目を集め

（資料１）、あらためて、ジェンダー問題におけるエンターテイン

メント業界やメディアの占める重要性を示唆した（Planned 

Parenthood, May 13, 2022）。 

 

 
資料１：女性アーティストによるプランド・ペアレントフッドの反中

絶禁止の声明広告（Planned Parenthood 2022） 

 

メディアとジェンダー：私たちの無意識に働く力 

その後、私はエンタメとジェンダーに関する研究を進めた。

映画、ドラマ、音楽、広告などに描かれる性別役割は、受け手

の無意識に入り込み、社会の規範を強化することがある。 

国内調査によると、日本のテレビ局における女性比率は以

下のように極めて低く、平均を取ると社員全体での割合は２２.



６％、役員ではわずか４.７％にとどまる。また制作や報道の部

門ではトップの女性は 0 であった（民放労連女性協議会 2019）。 

 

 

資料２：在京テレビ局での社員と意思決定層での女性比率 

（民放労連女性協議会 2019） 

 

女性が意思決定層にいないことは、ジェンダー視点の欠落

したコンテンツ制作、ひいては報道の歪みに繋がると指摘され

ている（日本民間放送労働組合連合会［民放労連］, 2020）。ま

た、これは日本のメディアに特有の問題ではなく、海外におい

ても男性中心の構造や性被害、格差に対する社会変革の動き

が続いてきている（Fileborn & Loney-Howes, 2019）。 

 

海外メディアとの比較：共通点と相違点 

・共通点：ジェンダーの偏りは世界的構造 

メディア産業におけるジェンダー格差は世界的に存在しており、

日本・アメリカともに意思決定層に女性が少ない。その結果、

表象が男性中心視点に偏り、「女性は恋愛対象として描かれ

がち」といった構造的問題が再生産される。 

・相違点：可視化の度合いと問題提起のスピード 

アメリカでは社会運動やジェンダー議論がポップカルチャーと

密接であり、アーティスト自身が問題提起を行うことも多い。一

方、日本ではジェンダー問題がエンタメの文脈で語られる機会

が少なく、議論が可視化されにくい。この「可視化の差」は、社

会のジェンダー認識に大きな影響を与えている。 

さらにアメリカでは、メディアの多様性と包括性を組織戦略と

して重視する動きがあった。Comcast、Disney、Paramount など

大手メディア企業は、従業員のジェンダー・人種・民族別デー

タを公開し、透明性の向上に取り組んでいる（現在では方針が

変更された企業もある）。また NPR や PBS といった公共放送で

は、取材対象の性別・人種比率を分析する”Source Diversity 

Audit”が導入され、取材者の多様性が高いほど取材対象の多

様性も拡大する傾向が示されている。多様性の確保は、公平

な報道を超えて、メディアの信頼性と競争力を支える戦略とし

て位置づけられている。 

これと比較すると、日本ではメディアの現状を可視化する取

り組み自体が未だ限定的であり、ジェンダーやマイノリティを踏

まえた視点が報道に反映されにくい状況が続いている。 

研究発表で得た視点：批判的メディア・リテラシー 

昨年度、神戸市外国語大学で開催された KCUFS Student 

Conference にて、私はジェンダーとメディアについて研究発表

を行った。その経験を通して、メディアを「ただ見る」立場から、

「批判的に読む」主体へと変わる必要性を強く感じた。誰が作

品を制作したのか、どの価値観が再生産されているかを問い

直すことで、私たちは日常的に受け取っている表象の背後に

ある構造を理解し、社会をより良くするための視点を獲得できる。 

 

今後の展望：人権問題を「自分ごと」にするために 

今後は研究を学内だけでなく、地域社会や若い世代に広げ

たい。エンタメは多くの人にとって親しみやすいため、ジェンダ

ーや人権問題を「自分ごと」として考える入り口になる。一方で、

エンタメは商業的な要請からジェンダー規範を強化する側面も

持つ。このジレンマを理解しつつ、批判的思考と対話を広げ、

多様な価値観が尊重される表現の在り方を模索することが今

後の課題である。 

 

結論 

 エンターテインメントは、社会に存在するジェンダー観を反映

しながら、同時にそれを再生産する力も併せ持つ。アメリカで

の体験、大学での学修、研究発表の経験を通して、私はメディ

ア表象の背後には社会が長い間「当たり前」としてきた価値観

が潜んでいることに気づいた。こうした無意識の前提を問い直

し、表現の背景にある構造を批判的に読み解くことは、ジェン

ダー平等の実現に向けた重要な一歩となる。エンタメを入口に、

社会の中にある見えづらい不均衡に目を向け、持続的に変化

を生み出したい。 
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